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■
舩
津
文
渕
と
そ
の
日
記　
今
回
の
展
示

の
キ
ー
マ
ン
の
一
人
に
舩
津
文
渕
が
い
ま

す
。
舩
津
文
渕
と
は
、
現
在
の
足
立
区
江

北
に
あ
た
る
上
沼
田
村
の
豪
農
舩
津
徳
右

衛
門
重
許
で
す
。
重
許
は
、
周
辺
七
か
村

を
ま
と
め
る
村
役
人
で
あ
る
と
と
も
に
、

当
時
、
絵
師
・
文
人
と
し
て
第
一
人
者
で

あ
る
谷
文
晁
に
弟
子
入
り
し
て
、
若
く
し

て
画
を
学
び
、
二
十
歳
で
「
文
渕
」
と
い

う
雅
号
を
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
谷
文
晁

か
ら
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
に
授
与
さ

れ
た
雅
号
状
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
文

渕
」
の
「
渕
」
は
、
渕
江
領
と
い
う
こ
の

地
域
の
名
前
か
ら
由
来
す
る
も
の
と
思
わ

れ
、
足
立
出
身
者
に
ふ
さ
わ
し
い
雅
号
と

い
え
ま
す
。文
渕
は
、文
化
三（
一
八
〇
六
）

年
に
生
ま
れ
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）

年
、
五
一
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
。
嘉
永
二

（
一
八
四
九
）
年
か
ら
、
安
政
三
年
九
月

に
亡
く
な
る
直
前
ま
で 

「
菜
庵
雑
記
」
と

名
付
け
た
日
記
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
記
録
に
は
、
谷
文
一
ら
同
門

の
人
々
と
の
画
本
の
貸
し
借
り
や
訪
問
、

小
旅
行
な
ど
、
絵
師
と
し
て
の
付
き
合
い

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の
有

力
農
家
か
ら
扇
子
や
襖
、
掛
け
軸
な
ど
の

絵
の
制
作
依
頼
が
次
々
と
来
て
い
る
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、「
総

持
寺
」
と
い
う
文
字
も
見
え
、
西
新
井
大

師
か
ら
も
扇
子
の
注
文
が
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

■
谷
文
晁
の
遺
産　
文
渕
は
、
文
晁
の
弟

子
と
し
て
、
台
東
区
台
東
に
あ
っ
た
文
晁

の
画
塾
「
写
山
楼
」
に
も
出
入
り
し
、
谷

文
晁
の
孫
・
文
逸
（
二
世
文
一
）
と
親
し

く
付
き
合
っ
て
い
た
た
め
か
、
文
晁
・
写

山
楼
の
所
蔵
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
多
く

の
資
料
を
譲
り
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
代
表
が
、
粉
本
や
下
絵
で
す
。
粉

本
と
は
本
画
を
写
し
と
っ
た
も
の
で
、
絵

師
の
行
動
や
、
思
考
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
多
く
の
粉
本
や
下
絵
は
、
絵

師
そ
の
も
の
を
知
る
資
料
と
し
て
多
く
を

語
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
晁
が
収
集
し
た
貴
重
書
も
伝

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。「
三
十
六
歌
仙
」

は
嵯
峨
本
と
よ
ば
れ
る
木
版
の
豪
華
本

で
、
本
阿
弥
光
悦
、
俵
屋
宗
達
と
い
っ
た

人
々
が
関
わ
っ
て
作
っ
た
趣
味
を
凝
ら
し

た
和
本
で
す
。『
光
琳
百
図
』
は
、
抱
一

が
光
琳
の
画
を
ま
と
め
た
作
品
集
で
後
年

文
人
た
ち
の
豊
か
な
交
流
の
地

　
ま
も
な
く
開
催
の
特
別
展
は
、
郷

土
博
物
館
の
文
化
遺
産
調
査
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
っ
た
調
査
成
果
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
初
め
て
公
開
さ
れ
る
資
料
は
も
と

よ
り
、
こ
れ
ま
で
、
知
ら
れ
て
い
た
美

術
資
料
に
つ
い
て
も
、
新
し
い
事
実
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
で

は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
美
術
資
料

も
再
編
し
、
豊
か
な
教
養
に
満
ち
溢

れ
た
足
立
区
の
人
々
の
文
芸
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

　
文
化
遺
産
調
査
「
美
と
知
性
の
宝
庫
　
足
立

　
特
別
展
　
　
　
―
酒
井
抱
一
・
谷
文
晁
と
そ
の
弟
子
た
ち
―
」

会
期
：
3
月
13
日（
日
）
～
5
月
22
日（
日
）

谷
文
晁
書
「
雅
号
状
　
文
渕
」

舩
津
文
渕
筆
「
四
季
草
花
図
小
襖
」
四
面
中
一
面

（
秋
か
ら
冬
へ
）

＊背景は谷文晁「波濤雲龍図」（部分）
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何
回
も
刷
り
増
し
さ
れ
ま
し
た
。
舩
津
文

渕
家
の
も
の
は
、
そ
の
状
態
の
良
さ
か
ら

文
晁
が
抱
一
か
ら
直
接
受
け
取
っ
た
の
で

は
？　

と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
背
景
を
語
る
資
料　
多
く
の
美
術
品
が
、

長
い
年
月
の
な
か
で
、
最
初
の
持
ち
主
の

手
を
離
れ
、
転
々
と
し
な
が
ら
伝
来
し
て

い
る
な
か
で
、
舩
津
文
渕
家
の
美
術
資
料

の
よ
う
に
、
ま
と
ま
っ
て
そ
の
家
に
伝
わ

る
と
い
う
の
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
、
そ
の
美
術
品
が
制
作
さ
れ
た
経
緯
も

わ
か
る
こ
と
は
大
変
貴
重
な
事
例
で
す
。

　

足
立
区
内
の
美
術
品
は
、
そ
れ
を
伝
来

す
る
家
と
作
者
、
さ
ら
に
地
域
と
い
っ
た

つ
な
が
り
が
う
か
が
え
、
豊
か
な
歴
史
と

文
化
を
語
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

今
回
、
舩
津
文
渕
家
の
資
料
を
通
し
、

足
立
の
人
々
と
江
戸
の
文
人
た
ち
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
分
析
さ
れ
ま
し
た
。
足
立
の

人
々
は
深
い
教
養
と
美
術
を
愉
し
む
心
を

持
ち
、
こ
の
地
が
最
先
端
の
文
化
の
発
信

地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
文
化
の
流
れ
の
な
か
に
、

区
内
の
家
々
に
伝
来
す
る
資
料
が
あ
り
ま

す
。
足
立
が
美
と
知
性
の
宝
庫
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。

《
展
示
構
成
》

一
階
ホ
ー
ル
・
企
画
展
示
室

　
第
一
章
　
江
戸
と
足
立
の
文
人

　
　
　
　
　�

建
部
巣
兆
、
江
戸
と
千
住
の

琳
派
、
谷
文
晁
一
門
と
舩
津

文
渕
、
写
山
楼
の
古
画
学
習

二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
第
二
展
示
室

　
第
二
章
　
受
容
す
る
江
戸
近
郊

　
　
　
　
　�
文
人
久
五
郎
・
絵
師
文
渕
、

名
士
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
千

住
足
立
に
集
ま
る

　
後
期
（
四
月
一
九
日
か
ら
）
一
部
資
料
の

入
れ
替
え
を
行
い
ま
す
。
豊
富
な
資
料
を
、

全
館
特
別
展
仕
様
で
ご
覧
に
入
れ
ま
す
。

　
　
資
料
紹
介千

住
警
衛
と
天
狗
等
の
乱 

③

多
　
田
　
文
　
夫

　

酒
井
忠
篤
の
警
戒

■
幕
府
へ
の
急
報　
元
治
元（
一
八
六
四
）

年
六
月
末
に
発
生
し
た
水
戸
藩
士
・
天
狗

党
の
千
住
参
集
事
件
の
緊
張
は
江
戸
府
内

に
も
及
ん
で
い
た
。
千
住
警
衛
を
つ
と
め

る
出
羽
松
山
藩
の
本
藩
、出
羽
庄
内
藩（
鶴

岡
）
の
酒
井
藩
邸
で
は
、
水
戸
藩
士
が
間

道
か
ら
江
戸
に
入
る
の
で
は
な
い
か
と
警

戒
し
、幕
府
に
報
告
と
伺
を
上
げ
て
い
る
。

再
び
「
操
兵
練
志
録
」（
庄
内
藩
士
秋
保

政
右
衛
門
著
）
記
載
資
料
か
ら
引
用
し
よ

う
。
文
中
の
「
酒
井
左
衛
門
尉
」
と
は
、

の
ち
に
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
一
員
と
し
て

新
政
府
と
戦
っ
た
酒
井
忠
篤
（
さ
か
い
た

だ
ず
み
）
で
あ
る
。

水
戸
表
よ
り
追
々
多
人
数
罷
登
、
間
道
よ

り
御
府
内
に
入
込
、
町
宿
等
致
し
候
者
も

多
分
有
之
様
相
聞
候
得
共
、
何
分
水
戸
の

鑑
札
所
持
致
し
居
、
市
中
乱
妨
は
勿
論
、

差
当
り
格
別
の
所
業
も
無
之
上
は
、
可
捕

押
様
無
御
座
、
尤
是
迄
暴
行
の
浮
浪
輩
共

違
、私
方
に
て
御
取
締
可
相
立
様
無
御
座
、

去
迚
多
人
数
間
道
も
罷
登
種
々
風
聞
之
次

第
も
御
座
候
上
は
、
如
何
様
の
企
及
も
難

計
存
候
間
、
処
詮
此
上
は
田
安
仮
御
殿
え

相
詰
、
御

　

警
衛
申
上
候
様
仕
度
奉
存
候
、
依
之
此

段
奉
伺
候
、

　
　

六
月
廿
七
日　
　

酒
井
左
衛
門
尉

　

こ
の
資
料
を
見
る
と
、
千
住
警
衛
の
警

戒
網
を
か
い
く
ぐ
り
水
戸
藩
士
が
江
戸
府

内
に
入
り
込
ん
だ
ら
、
①
鑑
札
も
持
っ
て

い
る
こ
と
、
②
乱
暴
者
で
も
な
い
の
で
取

り
締
ま
れ
な
い
こ
と
主
張
し
、
そ
れ
な
ら

江
戸
城
御
殿
に
兵
士
を
配
置
し
た
い
と
幕

府
に
た
ず
ね
て
い
る
。
こ
の
報
告
の
結
果

は
七
月
四
日
に
な
っ
て
幕
府
か
ら
江
戸
市

中
の
警
備
も
あ
る
か
ら
、
準
備
だ
け
し
て

お
く
よ
う
指
示
が
来
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
当
時
、
江
戸
城
の
御
殿
は
本

丸
も
二
の
丸
も
前
年
（
文
久
三・一
八
六
三

年
）
に
焼
失
し
田
安
徳
川
家
屋
敷
を
利

用
し
て
い
た
（
い
ま
の
北
の
丸
公
園
あ
た

り
）。
文
中
の
「
田
安
仮
御
殿
」
と
は
当

時
の
江
戸
城
御
殿
の
こ
と
で
あ
る
。

　

六
月
二
十
七
日
の
緊
張
の
後
も
、「
水

戸
藩
士
の
千
住
に
集
る
も
の
数
を
知
ら

ず
」（
前
回
掲
出
、
阿
部
正
巳
『
川
俣
茂

七
郎
』
大
正
十
四
・
一
九
二
五
年
）
と
、

さ
ら
に
情
勢
は
不
穏
な
様
相
を
示
し
て
い

た
。
し
か
し
天
狗
党
の
水
戸
藩
士
た
ち
は

千
住
の
関
所
（
番
所
）
に
来
て
も
「
入
府

を
迫
る
の
み
に
し
て
、
毫
も
抵
抗
す
る
こ

舩津文渕　「猛虎図」
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と
な
く
」
経
過
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

■
出
羽
の
酒
井
家　
入
府
の
許
可
を
待
つ 

水
戸
藩
士
の
姿
勢
と
、
千
住
警
衛
を
つ
と

め
て
い
た
出
羽
松
山
藩
と
本
藩（
庄
内
藩
）

が
極
度
に
警
戒
す
る
様
子
が
対
照
的
な
一

幕
で
あ
る
。
出
羽
の
酒
井
家
は
武
断
の
藩

だ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
た
。
の
ち
に
薩
摩

藩
邸
焼
討
ち
事
件
を
起
こ
し
、
奥
羽
戦
争

で
は
官
軍
相
手
に
連
戦
連
勝
し
ほ
ぼ
無
敗

と
い
う
戦
績
を
遺
し
た
。
実
に
警
衛
役
に

相
応
し
い
家
中
で
あ
っ
た
。

　

酒
井
忠
篤
は
、
戊
辰
戦
争
で
の
降
伏
に

際
し
、
寛
大
に
措
置
し
た
官
軍
の
西
郷
隆

盛
に
共
鳴
し
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年

に
、
元
藩
士
た
ち
と
薩
摩
へ
移
住
し
西
郷

に
学
ん
だ
。
西
郷
隆
盛
の
遺
訓
と
し
て
知

ら
れ
る
「
南
洲
翁
遺
訓
」
が
元
庄
内
藩
士

ら
が
ま
と
め
た
の
は
こ
う
し
た
酒
井
家
の

歩
ん
だ
道
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

■
想
定
さ
れ
た
戦
闘　
さ
て
千
住
警
衛
が 

布
陣
す
る
千
住
の
関
門
（
番
所
）
は
出
羽

松
山
藩
兵
と
近
江
宮
川
藩
兵
が
守
り
を
固

め
て
い
た
。

　

両
藩
は
千
住
の
関
門
と
天
狗
党
が
多
数

宿
泊
し
て
い
る
新
宿
（
葛
飾
区
）
で
戦
闘

が
起
こ
る
と
想
定
し
て
、
次
の
報
告
を
幕

府
に
出
し
て
い
る
。

此
節
水
戸
殿
御
家
来
多
人
数
新
宿
並
同
処

川
手
前
迄
罷
越
、
不
容
易
風
聞
も
有
之
、

何
時
如
何
様
之
異
変
出
来
仕
候
義
難
計
御

座
候
処
、
当
御
番
所
持
場
之
儀
は
、
一
体

御
取
締
も
不
宜
、
万
一
非
常
之
義
御
座
候

節
は
、
防
戦
手
配
も
行
届
兼
候
間
、
万
一

之
義
御
座
候
模
様
之
節
は
、
大
橋
際
え
引

上
、
防
戦
候
場
合
も
可
有
御
座
候
に
付
、

此
段
兼
て
申
上
置
候
、

　
　

七
月
朔
日　
　
　

酒
井
大
学
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田
豊
前
守

　

文
中
の
「
当
御
番
所
」
と
は
千
住
五
丁

目
の
安
養
院
を
本
陣
と
す
る
千
住
勤
番
の

関
門
（
関
所
）
を
さ
し
て
い
る
。
こ
の
報

告
者
は
千
住
勤
番
の
出
羽
松
山
藩
主
・
酒

井
忠
良
（
さ
か
い
た
だ
よ
し
。
大
学
頭
）

と
近
江
宮
川
藩
主
・
堀
田
正
養
（
ほ
っ
た

ま
さ
や
す
。
豊
前
守
）
で
内
容
は
次
の
三

点
だ
っ
た
。

◦
天
狗
党
の
一
派
は
情
勢
不
穏

◦
五
丁
目
の
番
所
の
立
地
は
防
戦
に
不
利

◦
千
住
大
橋
ま
で
退
い
て
防
戦
し
た
い

　

忠
良
と
正
養
は
、「
防
戦
」
と
い
う
表

現
を
用
い
て
幕
府
に
報
告
し
て
お
り
、
兵

力
で
は
少
数
だ
っ
た
千
住
勤
番
の
緊
張
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
も
し
忠
良
た
ち
が
想
定

し
た
よ
う
に
実
際
に
戦
闘
と
な
っ
た
ら
千

住
宿
は
戦
場
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
臨
戦
態
勢
の
千
住
警
衛
に
比

べ
て
天
狗
党
は
千
住
の
関
門
の
外
で
、
入
府

の
許
可
を
ひ
た
す
ら
待
ち
続
け
た
。
彼
ら

は
「
人
家
に
止
宿
す
る
能
は
ず
し
て
、
原

野
に
起
臥
し
、
食
尽
き
て
餓
ゆ
る
も
の
あ

り
。」（
阿
部
前
掲
書
）
と
い
う
状
態
で
、
と

て
も
戦
闘
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

騒
動
の
収
束
と
そ
の
後

■
終
息
―
入
府
許
可
―　
酒
井
忠
良
は
、 

桐
生
に
出
張
し
て
い
た
藩
士
を
千
住
に
呼

ぶ
な
ど
し
て
兵
力
を
か
き
集
め
た
。
し
か

し
七
月
二
日
に
な
っ
て
幕
府
は
天
狗
党
員

の
う
ち
執
政
の
榊
原
新
左
衛
門
ら
五
〇
〇

名
の
入
府
を
許
可
し
、
榊
原
は
小
石
川
の

水
戸
藩
邸
に
入
っ
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
措
置
で
千
住
の
関
所

外
、
新
宿
方
面
に
群
集
し
て
い
た
天
狗
党

の
水
戸
藩
士
た
ち
は
国
許
へ
帰
還
し
た
。

　

そ
し
て
出
羽
松
山
藩
酒
井
家
は
、
七
月

十
三
日
に
千
住
警
衛
役
か
ら
江
戸
府
内
の

昼
夜
巡
回
警
備
役
と
な
っ
た
。

■
千
住
と
天
狗
党
の
そ
の
後　
千
住
警
衛

は
戊
辰
戦
争
ま
で
継
続
し
、
東
山
道
総
督

や
北
陸
道
総
督
等
の
官
軍
が
千
住
に
宿
陣

し
て
も
活
動
し
て
い
た
。
さ
き
に
酒
井
忠

良
た
ち
が
想
定
し
て
い
た
戦
闘
は
、
実
際

に
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
四
月
十
九
日

～
二
四
日
に
発
生
し
た
官
軍
（
東
海
道
総

督
指
揮
下
の
佐
土
原
藩
兵
）
と
幕
府
脱
走

軍
誠
忠
隊
の
間
で
発
生
し
た
。

　

こ
の
時
の
戦
闘
は
、
松
戸
方
面
か
ら
水

戸
道
を
上
り
江
戸
川
を
渡
河
し
よ
う
と
し

た
誠
忠
隊
に
対
し
、
千
住
宿
に
駐
屯
し
て

い
た
佐
土
原
藩
兵
が
金
町
側
の
江
戸
川
河

畔
に
陣
を
か
ま
え
砲
撃
を
加
え
た
。
そ
う

し
た
中
、
誠
忠
隊
は
別
働
隊
を
組
織
し
佐

土
原
藩
兵
の
背
後
を
ま
わ
り
千
住
に
移
動

し
た
。
地
の
利
を
得
る
た
め
佐
土
原
藩
兵

は
急
い
で
大
橋
の
南
側
に
渡
り
、
千
住
大

橋
を
は
さ
み
対
峙
し
た
。
の
ち
に
誠
忠
隊

は
降
伏
し
た
が
千
住
が
江
戸
の
関
門
だ
っ

た
こ
と
を
物
語
る
戊
辰
の
戦
い
で
あ
る
。

　

こ
の
千
住
に
集
ま
っ
た
天
狗
党
の
一
派

は
分
裂
し
、
先
に
水
戸
藩
邸
に
入
っ
て
い

た
執
政
の
榊
原
た
ち
も
分
合
を
繰
り
返
し

一
〇
月
に
幕
府
に
降
伏
し
た
。
ほ
か
の
党

員
と
首
領
の
武
田
耕
雲
斎
ら
は
、
十
一
月

に
京
都
を
目
指
し
、
常
陸
の
大
子
を
出
発

し
た
。
遠
く
下
野
―
上
野
―
信
濃
―
美
濃

―
越
前
に
至
り
現
福
井
県
敦
賀
市
で
加
賀

藩
に
降
伏
し
彼
ら
は
死
罪
と
な
っ
た
。

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
天
狗
党
と
幕
府
千

住
警
衛
の
対
峙
し
た
事
件
は
、
足
立
周
辺

で
幕
末
動
乱
の
幕
開
け
を
意
味
す
る
象
徴

的
な
事
件
で
あ
っ
た
。

　

千
住
警
衛
の
関
門
（
関
所
）
は
鑑
札
が

無
け
れ
ば
通
行
で
き
ず
千
住
以
北
の
村
々

は
日
常
的
な
野
菜
の
出
荷
に
影
響
が
出
て

い
た
。
千
住
で
の
幕
兵
の
駐
屯
は
日
常
化

し
戊
辰
戦
争
期
に
は
官
軍
が
宿
陣
、
東
北

方
面
へ
の
出
撃
拠
点
に
な
っ
た
（『
幕
末
が

生
ん
だ
遺
産
』
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
）。

　

そ
し
て
天
狗
党
を
生
ん
だ
水
戸
藩
領
で

は
内
部
抗
争
が
激
し
く
な
り
暗
殺
や
襲
撃

が
相
次
ぎ
多
く
の
死
者
を
出
し
た
。

　

い
ま
党
を
率
い
た
耕
雲
斎
の
姿
は
水
戸

で
は
な
く
死
罪
と
な
っ
た
敦
賀
市
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
収
監
さ
れ
た
土
蔵
が
あ

る
同
市
松
原
神
社
で
祭
神
と
な
り
像
が
建

つ
。
遠
く
北
陸
に
あ
る
最
期
の
地
は
い
ま

国
の
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。�

（
終
）

�

（
博
物
館
学
芸
員
）



平成 28年 2月 足　立　史　談 第 576号（4）

〈再生紙を使用しています〉

　

伊
興
遺
跡
公
園
展
示
館

と
遺
跡
か
ら
う
か
が
う
地

元
の
古
代
の
様
子
を
紹
介

す
る
シ
リ
ー
ズ
の
最
後
に

あ
た
り
、
古
代
伊
興
遺
跡

が
ど
の
よ
う
な
場
所
で

あ
っ
た
の
か
を
雄
弁
に

語
っ
て
く
れ
る
出
土
資
料

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

約
一
七
〇
〇
年
前
の
古

墳
時
代
の
は
じ
め
頃
、
毛

長
川
は
今
と
異
な
り
川
幅

も
広
く
、
現
在
で
は
毛
長

川
か
ら
一
五
〇
ｍ
ほ
ど
離

れ
た
距
離
に
伊
興
遺
跡
公

園
は
立
地
し
て
い
ま
す

が
、
当
時
、
こ
の
毛
長
川

の
岸
辺
沿
い
に
人
々
が
集

住
し
た
ム
ラ
が
形
づ
く
ら

れ
ま
し
た
。
伊
興
遺
跡
公

園
は
、
ム
ラ
の
人
々
が
使

用
し
て
い
た
生
活
用
具
な

ど
が
大
量
に
出
土
し
た
地

点
の
跡
地
に
造
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
興
遺
跡
公
園
の
北
側
に
あ
る
氷
川
神

社
に
も
、
古
代
伊
興
と
水
辺
に
関
す
る
記

憶
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。「
明
治
五
年

　

神
社
取
調
書
書
上
帳　

そ
の
二　

社
事

掛
」
に
収
録
さ
れ
た
地
元
の
聞
書
き
に
よ

れ
ば
、
大
昔
、
こ
の
一
帯
は
広
い
入
江
で
、

こ
の
神
社
は
も
と
も
と
「
淵
之
宮
」
と
呼

ば
れ
、
淵
江
郷(

ほ
ぼ
現
在
の
足
立
区)

一
帯
の
総
鎮
守
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
明
治
十
八
年
中
内
務
省

地
理
局
へ
取
調
書
写
」
は
、
淵
江
郷
は
こ

の
社
か
ら
発
祥
し
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

「
淵
之
宮
」
と
い
う
社
名
は
毛
長
川
の
岸

辺
の
社
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

ま
た
、
固
有
の
神
格
を
太
古
よ
り
祀
っ
て

い
た
人
々
の
定
住
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
伊
興
地

域
が
足
立
区
に
お
け
る
人
々
の
定
住
の
始

ま
り
の
地
の
一
つ
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　

当
時
、
伊
興
は
東
京
湾
が
深
く
東
京
東

部
の
低
地
に
入
り
込
み
、
そ
こ
に
流
れ
込

む
大
河
の
河
口
の
ほ
ど
近
く
に
立
地
し
て

い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
は
、

古
墳
時
代
の
遺
物
が
大
量
に
発
見
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
特
に
舟
は
大
き
な
発
見
の
一

つ
で
、
一
九
九
二
～
一
九
九
四
年
に
か
け

て
行
わ
れ
た
調
査
で
舳
先
（
へ
さ
き
）
部

分
が
数
点
出
土
し
ま
し
た
。
舟
材
は
、
そ

の
形
状
か
ら
、
一
本
の
材
木
を
く
り
ぬ
い

た
丸
木
船
で
は
な
く
、
木
材
を
各
パ
ー
ツ

で
継
ぎ
は
い
だ
準
構
造
船
と
呼
ば
れ
る
舟

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
準
構
造
船

は
、
古
墳
時
代
か
ら
造
ら
れ
は
じ
め
た
舟

で
す
。
数
点
見
つ
か
っ
た
う
ち
の
一
点
が

伊
遺
跡
公
園
展
示
館
の
正
面
入
り
口
左
手

の
ケ
ー
ス
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
舟
材
に
先
立
ち
、
一
九
九
二
年

の
調
査
で
、
準
構
造
船
を
模
し
た
全
長

三
〇
㎝
ほ
ど
の
舟
形
も
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
出
土
し
た
舟
形
は
、
古
墳
時
代
の
は

じ
め
頃
の
も
の
と
見
ら
れ
、
舟
の
航
行
の

安
全
を
神
に
祈
る
た
め
、
儀
式
中
に
巫
女

が
用
い
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
舟
形
は
、
レ
プ
リ
カ
が

舟
材
と
同
じ
ケ
ー
ス
内
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
舟
材
の
も
と
の
舟
も
、
レ
プ
リ
カ

と
同
様
の
形
状
を
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ

ま
す
。

　

古
代
の
毛
長
川
を
こ
の
よ
う
な
舟
が
航

行
し
ま
し
た
。
伊
興
は
外
洋
と
関
東
の
内

陸
で
あ
る
埼
玉
県
埼
玉
（
さ
き
た
ま
）
古

墳
群
に
付
随
す
る
有
力
な
地
域
と
畿
内
の

大
和
政
権
と
の
交
流
を
媒
介
し
た
舟
運
の

重
要
な
中
継
地
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
子

持
勾
玉
な
ど
の
特
徴
的
な
遺
物
の
出
土
か

ら
分
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
産

の
土
器
（
韓
式
土
器
）
も
伊
興
遺
跡
か
ら

は
出
土
し
て
お
り
、
長
い
航
路
を
経
て
、

毛
長
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
運
搬
さ
れ
て
き

た
も
の
の
一
つ
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
来
、
毛
長
川
の
周
辺
は
た
び
た
び
川

の
氾
濫
が
お
こ
り
、
被
害
も
甚
大
で
あ
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
川
を
行
き
来
し
た
舟
は
、
当
時
の
伊
興

の
人
々
に
と
っ
て
は
見
果
て
ぬ
地
か
ら
未

知
の
人
と
物
を
も
た
ら
す
大
切
な
交
通
手

段
で
あ
っ
た
の
で
し
た
。

　

古
代
伊
興
は
南
関
東

の
一
角
に
あ
っ
て
、
海

洋
と
河
川
を
結
ぶ
水
の

動
脈
に
寄
り
添
う
ム
ラ

で
し
た
。

（
遺
跡
発
掘
調
査
員

   
�

増
田
静
香
）
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